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発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

11）

1）

58）

59）

健
男
之
之
健
助
男
健
之
健
之
健
博
次
勉
浩
憲

之

正
真
真
誠
正
真
真
兼
正
禎

岡
冨
谷
谷
岡
冨
岡
谷
岡
谷
岡
川
下
崎
閑
岩

桐
有
戸
戸
桐
角
有
桐
戸
桐
戸
桐
前
松
野
空
永

Ｔ・Nozaki

Ｈ・Maekawa
5）

Ｈ・Kounｏ

０
７
０

４
２
６

㈹
”
帥
鈍
鯛

弘
勉
爾
幸
勉
弘
勉
爾
公
力
好
一
一
好
一
一
好
一
一
一
好
二

中 島正
野崎
八田圭

森輝

野崎

中島正
野崎
八田圭

高野康
吉見

福井泰
中 西賢

福井泰
中西賢

福井 泰
中 西賢
平山真

福井泰
中西賢

反り拘束を受ける短い開き断面
材のねじり

すべりにより降伏しているき裂
の安定成長の解析

すべり面により降伏しているク
ラック先端近傍の特異応力場

初期たわみを有する周辺固定補
強板の非線形振動に関する実験

面外せん断クラックのすべり線
発生を伴う安定成長の初期段階

すべり面により降伏しているク
ラック先端近傍の特異応力場

自吸作用うず巻ポンプの性能に
関する研究（気液二相流時にお
ける性能）

Eｘpｅrimentalstudｙ ｏｆａｂｏｕｎｄ‐

eｄｊｅｔｆｌｏｗ（Mechanismofthe
secondaryflow）

初期乱れを考慮した拘束噴流に
関する研究（第３報速度分布
形状パラメータに及ぼす初期乱
れの影響）

砂泥などの採取口に小噴流を有
するサンドコレクタの開発

初期乱れを考慮した拘束噴流に
関する研究（第４報アスペク
ﾄ比２の場合の乱れ特性）

アルミニウム薄板における張り
出し成形限界の板厚依存性

薄板鋼の成形性に関する基礎的
研究

張り出し成形における延性破壊
機構のフラクトグラフイによる
研究

アルミニウム薄板における張り
出し成形限界の板厚依存性

第98回西日本構造解析研究会

同上

日本機械学会九州・中国・四国
支部熊本地方講演会

第29回構造強度に関する講演会
講演集

材料 ツ 第36巻，408号，ｐ､967.

日本機械学会論文集Ａ編，５４
巻， 498号，ｐ､339.

ターボ機械第15巻，６号

FLOWVISUALIZATIONⅣ

第37回応用力学連合講演会

ACTIVE技術論文集・九州
1988,Vol、２

日本機械学会第65期通常総会講
演会

日本機械学会九州・中国・四国
支部熊本地方講演会

日本機械学会第949回講演会

日本機械学会論文集Ａ編
巻， 491号，ｐ・'340.

，
5３

日本機械学会論文集Ａ編，５４
巻， 498号，ｐ､372.

昭和62年６月

同上

昭和62年10月

昭和62年７月

昭和62年９月

昭和63年２月

昭和62年６月

昭和62年10月

昭和62年１２月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和62年10月

昭和62年１１月

昭和62年７月

昭和63年２月
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発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

末
末

吉
、

氷

秀
勝郎

田中良平

末
末

吉
、

水

秀
勝郎

田中良平

末
末

吉
、

氷

秀
勝郎

田中良平

玉利賛
松村博久
粟ケ窪豊美

Ｍ・Ｔａｍａｒｉ

Ｈ・Matsumura

揚
和
高
浜
井
浜
和
高
揚
井
松
松
十
井
松
門
井
十
岩
門
藤
細
小
藤
門
細
田

栗
崎
崎
上
崎
栗
崎
上
村
村
田
手
村
手
田
佐
原
川
松
原
川
中

之
之

6）

30）

6）

30）

6）

30）

61）

３
１
１
３

１
１
３
３

２
２
２
６
２
２

３
４
４
２
０
４
４

相
郎
一
一
則
一
則
郎
一
一
相
一
久
久
文
夫
久
義
夫
文
真
義
樹
延
夫
樹
義
延
穂

太
太

延
雄
講
和
誠
和
雄
講
延
誠
博
博
正
英
博
久
英
正
久
良
款
寿
良
久
故
秀

１
１
１
１
}

１
１
１
１
１
１

亜共析黒鉛鋼の冷間鍛造性およ
び冷間鍛造後の被削性

亜共析黒鉛鋼の黒鉛化現象にお
よぼすオーステナイト化処理条
件の影響一オーステナイト化後
徐冷する場合一

亜共析黒鉛鋼の延性破壊挙動

太陽熱集熱器の熱交換に及ぼす
火山性降灰の影響（第３報）

ThelnfluenceoftheFalling
VolcanicAshesfromSakura‐

jｌｍａ VolcanoupontheHeatEx‐

changeoftheFlat-PlateSolar

CollectortoLiquid．

高速度撮影による直噴式ディー
ゼル機関の噴霧燃焼特性の解明
(第１報，中央噴射方式におけ

るスワールの効果）

高速度撮影による直噴式ディー
ゼル機関の噴霧燃焼特性の解明
(第２報，側方噴射方式における
スワールと燃焼室形状の効果）

技術革新に対応する中堅・中４
企業の技術改善ポイント

風力熱変換の基礎的研究

、

グラウンドスイーパーの研究開
発

パンチングメタルの抵抗特性

合流管のキャビテーション性能
に関する研究

ステンレス鋼の円筒研削におけ
る加工変質層

日本金属学会第101回大会

日本金属学会誌，５１巻， 6号

日本金属学会誌，５１巻，１２号

第24回日本伝熱シンポジウム講
演論文集（1987-5） ， p､５２８．

ResearchonNaturalEnergy，
ＳＰＥＹ２０・TheMinistryofEdu‐
cation，ScienceandCulture，
SYMPOSIUMofJAPAN．

日本機械学会九州支部講演概要
集Ｎｏ．888-1

日本機械学会九州支部講演概要
集Ｎｏ．888-1

経営者技術セミナー鹿児島県人
材育成センター

第９回風力エネルギー利用シン
ポジウム

グラウンドスイーパーの研究開
発報告書

空気調和・衛生工学会論文集，
No.34,ｐｐ,81-89.

空気調和・衛生工学会論文集，
No.３５，ｐｐ､27-34.

精密工学会重研削技術専門委員
今
云

昭和62年１０月

昭和62年６月

昭和62年12月

昭和62年５月

昭和62年１０月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和62年10月

昭和62年１１月

昭和63年３月

昭和62年６月

昭和62年10月

昭和62年６月



発表者

田中秀穂Ｉ
末吉秀

Ｔ・ＭＡＴＳＵＯ9）

Ｙ・ＯＨＢＵＴＩ９）

Ｈ・ＴＡＮＡＫＡ

J・SＡＴＯ
55）

ＨＳＨＩＢＡＨＡＲＡ

是枝賢

17）

中島繁

Ｉ

’
Ｉ

学外に発表された論 文ならびに講演

題 目

ステンレス鋼の円筒重研削にお
ける加工変質層に対する２．３
の考察

SurfaceQualityintheGrinding
ofCarbonandStainlessSteels

withSuperabrasiveWheels

水中放電加工に関する研究一位
相制御型放電電力供給機構につ
いて－

雑誌名又は講演会名

砥粒加工学会誌Vol、３１ツ Nｏ．

238

Proceedingsofthe6thelnterna‐
tionalConferenceonProduction

Engineering．ｐ､317-322

精密工学会秋期大会学術講演論
文集 ｐ､４７６

発表
開催

225

年月

昭和62年７月

昭和62年11月

昭和62年10月
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発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

長津庸二

長津庸二

長津庸二

篠原勝次
実成義孝
入佐俊幸
崎 山貴史

篠原勝次
実成義孝
入佐俊幸

実成義孝
篠 原勝次

入佐俊幸

篠原勝次
実成義孝
入佐俊幸
今村浩
池田稔

篠 原勝次
崎山貴史
永野孝53）

篠原勝次
実成義孝
入佐俊幸
崎山貴史
永野孝53）

篠原勝次
実成義孝
入佐俊幸
山 本吉郎
池田稔

実成義孝
篠原勝次
入 佐 俊幸

篠原勝次
今村浩
実成義孝
入 佐俊幸

篠原勝次
崎山貴史
永野孝53）
実成義孝
入 佐 俊幸

羽根式ノイズシミュレータの放
電電流特性

羽根式ノイズシミュレータの放
電電流特性

自動車から発生する高周波電磁
雑音と車体を流れる高周波雑音
電流

誘導電動機のベクトル制御とそ
のシミュレーション

平滑回路無し電圧形インバータ
による誘導電動機の運転

直列コンデンサ補償二軸同期発
電機の電力関係式

平滑回路無し電圧形ＰＷＭイ
ﾝバータによる誘導電動機の運
転特性

誘導電動機のベクトル制御の定
常解析

誘導電動機のベクトル制御とそ
のシミュレーションについて

同期電動機のベクトル制御

直列コンデンサ補償二軸同期発
電機の電流計算

平滑回路無し電圧形インバータ
による誘導電動機の運転特性

誘導電動機のベクトル制御時の
電流波形

電子情報通信学会環境電磁工学
研究会

電気関係学会九州支部連合大会

電子情報通信学会論文誌Ｂ
Vol、71-Ｂツ Ｎｏ．１ pｐ 59～6５

昭和62年電気学会全国大会
No.６５０

〃

No.691

〃 .

No.1029

昭和62年電気関係学会九州支部
連合大会Ｎｏ．５３６

〃

No.546

〃

No.５４７

〃

No.５５４

〃

No.３５０

昭和63年電気学会全国大会
Ｎｏ．５１８

〃

No.１４８５

昭和62年７月

昭和62年10月

昭和63年１月

昭和62年４月

〃

〃

昭和62年１０月

〃

〃

〃

〃

昭和63年３月

昭和63年３月
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発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
冊
１
１
１
１
１
１

１
１

２５

５
１
１
２
１
１

２
４
１
０
１
４

４

孝
次
幸
次
浩
孝
幸
次
郎
孝
幸
次
脚
次
孝
幸
史
次
雄
雄
一
雄
一
雄
雄
一
稔
夫
夫
弥
馨
子
文
夫
夫
文
人
馬
夫
子
馬
男
司
夫

実成義
篠原勝
入佐俊

篠原勝
今村
実成義
入佐俊

篠原勝
山本吉
実成義
入佐俊

篠原勝次
38）

，.Ｗ・Novotny

篠 原勝
実成義
入佐俊
崎山貴

篠 原勝

前田純
家村道
山口純

前田純
山口純

前田純
家村道
山口 純

野田

船木和
住吉文
牟田一
山 藤

川島照
笠原奉
住吉 文

住吉文

笠原奉
中村直
川畑 秋
住吉文
川島照

川畑 秋
浜田次
大橋浩
住吉文

直列コンデンサ補償二軸同期発
電機の電流計算

平滑回路無し電圧形インバータ
駆動誘導電動機の定常特性

永久磁石同期電動機のベクトル
制御とそのシミュレーション

インバータ駆動表面磁石形同期
電動機の設計

誘導電動機のベクトル制御とそ
のシミュレーション

パワーエレクトロニクスによる

交流機の高性能駆動に関する研
究

０

蛍光ランプ調光回路の高調波特
性

水銀ランプ（進相形）の定電流
特性の解析

蛍光ランプ調光回路の高調波特
性

楕円状回転磁界がかかった超電
導電機子巻線の交流損失

超電導導体及びマグネット特性
の数値解析

超電導の交流応用－５０，６０Ｈｚ
用超電導線

交流用超電導導体の損失特性の
数値解析

酸化物超電導体の電磁特性

〃

No.９３９

〃

Ｎｏ．１４８４

〃

No.１５１１

電気学会半導体電力変換研究会
SPC,88.16（

〃

SPC､88.24（

pｐ

pｐ

.１１～20）

.91～１００）

鹿児島県育英財団海外留学研究
経過報告書

照明学会全国大会

西日本放電懇談会

照明学会誌論文号
611

ｐｐ． 605～

第37回低温工学研究発表会

同上

昭和62年電気・情報関連学会連
合大会

昭和62年度電気関係学会九州支
部連合大会

同上

昭和63年３月

〃

〃

昭和63年１月

〃

昭和63年３月

昭和62年４月

昭和62年８月

昭和62年10月

昭和62年５月

〃

昭和62年９月

昭和62年１０月

〃
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発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
Ｊ
１
Ｊ
Ｊ
Ｊ

hｉOＳ
ｅ

ｍｌｙSｕ

akurakuＨ
●
●

Ｆ
Ｙ

14）

11）

11）

１１）

１１）

63）

63）

63）

浜 田次男
川畑秋馬
大橋 浩司
住吉文夫

笠原奉文
中村直人
住吉文夫
川島照子

岩熊成卓
冨田良彦
山藤馨
船 木和夫
住 吉文夫
宮武孝之
小川陸郎
松本清

住 吉文夫
松山幹男
笠原奉文

Ｆ・Sumiyoshi
T・Ｈａｍａｄａ

Ｓ・Kawabata

柚木謙一
武智勝志

前原修
志村秀雄

柚木謙一
前原修
大重真一
志村秀雄

Ｋ・Yunoki

柚木謙一

lncreaseincriticalcurrent

densitｙ

andEr）
ofR-Ba-Cu-O（Ｒ＝Ｙ
compoundｓａｔ７７Ｋｂ

additionoffluorine

酸化物超電導体の電磁特性

ｙ

交流用超電導導体の損失特性の
数値解析

粉末法Nb3Sn線材の開発

高電圧型超電導交流マグネット
の開発

lncreaseincriticalcurrent

densitｙ ｏｆＹ－Ｂａ－Ｃｕ－Ｏｃｏｍ‐

０

pｏｕｎｄｓａｔ７７Ｋｂｙａｄｄｉｔｉｏｎｏｆ
fluorine

吸音ダクトの吸音特性の測定

実験用風胴と音響特性

SoundRadiationfromaSemi

infiniteCircularDuctwith

Lining-absorbingMaterials

気流ダクトによる音波伝播と放
射

Japan.Ｕ､Ｓ・WorkshoponHigh．
FieldSuperconductingMateri．
alsforFusion

昭和62年度秋季低温工学会

同上

低温工学Vol、２２Ｎｏ．３

pｐ ､186-192

同上

Ｃ

pｐ .１９３－１９９

ryogenlcs

pｐ ､３－６

，

Vol、２８Ｎｏ．１

日本音響学会講演論文集
pｐ ､469-470

日本音響学会講演論文集
ｐｐ､513-514

，

Proceedings，l9871nternational
ConferenceonNoiseControl

電子情報通信学会技術研究報告
EA87-66，ｐｐ、33.37

昭和62年11月

昭和62年１１月

〃

昭和62年６月

〃

昭和63年１月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和62年９月

昭和62年１２月
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発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
１
１
１
１
１

１

１
１
１

久米国幹
迫 田順一

宮内明彦

徳富久二

久米国幹
徳富久二
迫 田順一
川畑勇一郎

久米国幹
迫田順一

宮内明彦

久米国幹
迫田順一

徳 富久二

久米国幹
迫田順一

徳広育夫
小野正行'8）

徳広育夫
小野正行'8）
松田寿一

徳 広育夫
酒 見敏孝
雀 ケ野浩

小野正．行'8）
徳広育夫

徳広育夫
小野正行'8）
松田寿一
久 徳琢磨

久 徳琢磨
徳広育夫

徳広育夫
久徳琢磨
酒 見敏孝

低アルカリ性セメントを用いた
ガラス繊維補強モルタルに関す
る研究

三軸圧縮応力状態におけるコン
クリートの強度

鹿児島県産コンクリート用砕石
のアルカリ骨材反応に関する研
究（その２．反応性骨材の混入
率によるペシマムおよびコンク
リートバー法の検討）

耐アルカリ性・シラスガラス繊
維補強コンクリートに関する研
究(その１０.養生法が曲げ強度・
曲げタフネスの経時変化に及ぼ
す影響）

シ
ト
強

ラス洗砂を用いたコンクリー
に関する研究(その１.調合．
度）

コンクリートの強度における
Griffithの破壊条件について

シラス・ガラス繊維セメント硬
化体の促進試験による曲げ特性
値の推定

偏在開口を有する耐震壁のせん
断抵抗に関する実験的研究

有開口耐震壁の開口補強効果に
関する実験的研究

二軸曲げせん断力をうけるせん
断破壊を対象とした鉄筋コンク
リート柱の実験的研究

弾性域における有開口耐震壁の
せん断剛性低下率に関する実験
的研究

鉄筋コンクリート造無開口耐震
壁と有開口耐震壁の弾塑性性状
の比較

縦長開口を有する有開口耐震壁
の変形'性状及び耐力に関する実
験的研究

二軸曲げせん断力を受けるせん
断破壊を対象とした鉄筋コンク
リート柱の実験的研究(その２．
副帯筋，軸力の影響）

日本建築学会大会学術講演梗概
集

日本建築学会大会学術講演梗概
集

日本建築学会九州支部研究報告
第30号・１

同上

同上

日本建築学会九州支部研究報告

セメント技術年報4１

日本建築学会学術講演梗概集

日本建築学会学術講演梗概集

日本建築学会学術講演梗概集

日本建築学会学術講演梗概集

日本建築学会九州支部研究報告
第30号

日本建築学会九州支部研究報告
第30号

日本建築学会九州支部研究報告
第30号

昭和62年10月

昭和62年１０月

昭和63年３月

同上

同上

昭和63年３月

昭和62年１２月

昭和62年１０月

昭和62年10月

昭和62年10月

昭和62年10月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和63年３月
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発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

三 谷 動
‘ｂ，、

徳 広育夫
小野正行

I・ＴＯＫＵＨＩＲＯ

Ｉ・ＭＩＴＡＮＩ

Ｔ・ＫＹＵＴＯＫＵ

三谷

今 門

徳 広
三谷
久 徳

小 野
徳広

皆川

皆川
足立

皆川
岩 本

立川

松崎

皆川

皆川
岩本

皆川
福嶺

皆川
倉田
足立

土井

皆川
長谷川

皆川

一
育
琢
正
育
洋
洋
宏
洋
茂
正
浩
洋
洋
茂
洋
英
洋
勝
宏
義
洋
直
洋

勲
弘
夫
勲
磨
行
夫
一
和
一
美
夫
司
一
一
美
一
樹
一
弘
和
則
一
輔
一

１８） Ｉ

１
１
Ｉ

１

１
１
１

１
１
１

１８１

構面外変形を伴うＨ形鋼柱の
極限解析

偏在開口を有する耐震壁の弾塑
性性状に関する実験的研究

HorizontalLoadTestonEx‐

istingReinforcedConcrete

SchoolBuilding（Assesmentof
StrengthinexistingStructures）

複曲率曲げを受けるＨ形鋼柱
の塑性変形能力評価式

実在鉄筋軽量コンクリート造学
校建築の繰返し水平加力による
破壊実験

有開口耐震壁のせん断弾性剛性
低下率，壁板と柱のせん断力負
担割合およびせん断応力につい
て（開口と柱断面形状の影響に
関する実験的研究）

鉄筋コンクリート造床スラブの
弾塑性挙動へ及ぼす幾何学的非
線形性の影響

甘木郵便局鉄筋コンクリート造
円筒シェル屋根の載荷破壊実験

水の入った円筒シェルの水平振
動に関する実験的研究

強風飛散物の窓ガラス破壊力

直線材のせん断変形に関する一
修正案と汎関数

水の入った円筒シェルの水平振
動の実験

鉄筋コンクリート造円筒シェル
屋根の載荷破壊実験

甘木郵便局鉄筋コンクリート造
円筒シェル屋根の載荷破壊実験

鉄筋コンクリート造床スラブの
載荷破壊実験

軸方向及び横方向に分布外力を
受ける直線曲げ材の近似閉解の
改良

日本建築学会九州支部研究報告
第30号

コンクリート学年次論文報告集

l2thConferenceOurWorldin

Concrete＆Structures（Sｉ
aｐore）

ng‐

日本建築学会構造系論文報告集
第379号

コンクリートエ学

近畿大学九州工学部研究報告
(理工学編第16号）

第２回シェルと空間構造に関す
る日・韓コロキウム

同上

同上

日本建築学会大会学術講演梗概
集

日本建築学会大会学術講演梗概
集 構 造 Ｉ

同上

同上

同上

日本建築学会大会学術講演梗概
集構造Ⅱ

日本建築学会九州支部研究報告
第30号・’

昭和63年３月

昭和62年７月

昭和62年８月

昭和62年９月

昭和62年10月

昭和62年12月

昭和62年８月

同上

同上

昭和62年10月

昭和62年10月

同上

同上

同上

同上

昭和63年３月
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発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
１
１

１
１
１
１

１

一
美
之
一
幸
一
輔
一
和
弘
則
一
弘
則
浩
方
浩
浩
方

ａ

９
９

９

男
和
史
和
男

9）

和
一
浩
男
和
史9）

洋
茂
裕
洋
和
洋
直
洋
宏
勝
義
伽
洋
勝
義
宏
宏
光
貴
安
貴
光
貴
浩
光
貴
安

ｈ

川
本
木
川
士
ロ
川
川
川
立
田
井
証
川
田
井
木
井
川
木
井
角
清
島
清
角
川
角
清
島

清
脇

々

谷
Ｔ

皆
岩
佐
皆
永
皆
長
皆
足
倉
土
Ｍ

皆
倉
土
黒
松
染
黒
松
両
友
木
友
両
友
宮
染
両
友
木

水の入った円筒シェルの水平振
動実験

単独壁体の剛性マトリクスの誘
導

鉄筋コンクリート造床スラブの
載荷破壊実験

甘木郵便局の鉄筋コンクリート
造円筒シェル屋根の載荷破壊実
験

Amethodforestimatingthedis‐

tributionrangeoftrajectories
ofwind-bomemissiles

鉄筋コンクリート造円筒シェル
の破壊実験

イタリア都市における駅前広場
に関する研究駅前広場の
｢PIAZZA｣及び｢PIAZZALE」

歩行者空間における障害物につ
いての実験的研究

イタリア都市における広場に関
する研究都市境界の歴史的変
遷から見た広場と周辺の街路構
成との関係

熊本県における高次救急医療施
設の利用実態に関する研究そ
の５平日における熊本市内の救
急医療需要に関する量的考察

熊本県における高次救急医療施
設の利用実態に関する研究そ
の６救急患者のスクリーニング
システムについて

農地信託制度を活用した高齢化
農村の医療福祉サービス体系整
備に関する研究その１住民の
要求する医療福祉サービスにつ
いて

歩行者空間に置かれた自転車群
の歩行者に与える影響について
研究

熊本都市圏における時間外の高
次救急医療施設利用実態

同上

同上

同上

同上

Proc・ofthe7thelnternational

ConferenｃｅｏｎＷｉｎｄＥｎ‐
● ●

gmeerlng

建築技術Ｎｏ．４３９

昭和62年度大会（近畿）日本建
築学会大会学術講演梗概集

日本建築学会大会学術講演梗概
集

日本建築学会九州支部研究報告
第30号

日本建築学会九州支部研究報告
第30号の３

同上

同上

日本建築学会九州支部研究報告
第30号・３

地域施設計画研究シンポジウム
第５回

同上

同上

同上

同上

昭和62年７月

1988年３月

昭和62年10月

昭和62年10月

昭和63年３月

昭和63年３月

同上

同上

昭和62年３月

昭和62年７月
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発 表 者 題目 雑 誌 名 又 は 講 演 会 名
発表
開催

年月

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ
ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

４
４
４
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
６

５
５
５
１
１
１
１
１
１
１
１
９
１
１

土田充義
宮原 種生

揚村固

士田充義
宮原種生
揚 村固

土田充義
宮原種生
揚村固

小山田善次郎

揚村固
土田充義

松 岡高弘
士田充義
前川道郎
山野善郎

松岡高弘
士田充義
山野善郎

山 野善郎
士田充義
松 岡 高弘

士田充義

松岡高弘
士田充義

石原修
片山忠久
赤坂裕

二宮秀興
赤坂裕
須貝高

稲村’悌成
赤坂裕
黒木荘一郎
二宮秀輿

小 原聡司
赤坂裕
黒木荘一郎

博多の「流（ながれ)」と町界
及びその変遷一福岡市の都市
史的研究３－

鹿児島刑務所に関する研究

太閤町割の博多「流（ながれ)」
の復元一福岡市の都市史的研
究４－

太閤町割における町界の復元一
一福岡市の都市史的研究５－

"長崎市の都市景観に関する調
査研究'，（特に旧居留地跡を中
心として）

帖佐松原の石造住宅群に関する
調査研究（第１報）

大社造本殿における二系統につ
いて

出雲大社本殿の心御柱について

中世住吉社第一本宮の｢御前庭」
に つ い て

宇佐弥勤寺の伽藍と堂塔の復元

出雲大社における中世の仮殿造
について

◆

ｂ

空気環境測定記録に基づく事務
所ビルの室内環境解析

AmeDASデータを用いた標準
気象データの作成法に関する研
究（その２）AmeDASデータ
の欠測について

直散分離のための準直達日射の
測定その２計器の感度と天空
遮蔽角の補正及び天空状態I獣
る準直達日射量の分類

有限要素法によるボイドスラブ
の非定常伝熱解析（その２中
空部の相互放射を考慮した場合
の伝熱性状）

日本建築学会大会学術講演梗概
集

日本建築学会大会学術講演梗概

集（近畿）ｐ、745～746

日本建築学会九州支部研究報告
第30号

日本建築学会九州支部研究報告
第30号

日本建築学会九州支部研究報告
第30号

日本建築学会九州支部研究報告
第30号ｐ、301～304

九大工学集報第60巻第４号

日本建築学会計画系論文報告集
第379号

建築史学第９号

田村園澄先生古稀記念会

日本建築学会計画系論文報告集
第385号

空気調和・衛生工学会学術講演
会・講演論文集

同上

日本建築学会研究報告・九州支
部・環境系第30号・２

同上

昭和62年10月

昭和62年10月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和62年８月

昭和62年９月

昭和62年９月

昭和62年12月

昭和63年３月

昭和62年１０月

同上

昭和63年３月

同上
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発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

…
ｆ
１
１

１
１

１
Ｉ

６４

２４

６

３
３
３
３
３
３
３
３

裕
孝
一
一
孝
俊
孝
一
一
一
俊
志
格
孝
裕
治
俊
格
志
郎
裕
成
裕
郎
盟
〈
司
裕
郎
裕
哉
城
孝
文
史
文
城
孝
哉
史

一
一

清
淳
清
洋
清
一
洋
智
主
清
知
洋
主
智
荘
悌
荘
秀
聡
荘
信
水
清
修
剛
修
水
清
信
剛

坂
口
口
口
沢
口
上
沢
口
吉
口
坂
原
沢
吉
口
木
坂
村
坂
木
宮
原
坂
木
坂
塚
田
口
川
藤
川
田
口
塚
藤

赤
出
川
出
古
出
井
古
橋
恒
出
赤
梶
古
恒
橋
黒
赤
稲
赤
黒
二
小
赤
黒
赤
大
山
出
古
後
古
山
出
大
後

定常モデルによる期間熱負荷算
定のための期間換算日射受熱量
の方位及び傾斜角による補正に
ついて

屋外空気環境を対象とした体感
に関する実験的研究一感覚量の
季節的変化及び感覚量と
SＥＴ

＊

の関係について－

桜島の降灰量分布に関する研究
上空風と降灰量の関係

降灰時の自然換気システムに関
する研究居室モデルによる実
験

克灰住宅に関する研究桜島火
山灰による住宅の屋根被害の実
態調査

SEA法による単層壁の残響室
法音響透過損失の推定（その３
内部損失係数に関する実験的検
討）

各種地域の空調

直散分離のための準直達日射の
測定（その１）測定装置の概要
及び測定精度の検討

有限要素法による熱橋を有する
壁体の非定常伝熱解析ＣＬ形鋼
熱橋におけるゾーン法との比較

非線形熱水分同時移動方程式の
－ツ

討
三の簡易的扱いに関する検

沖縄における伝統的民家と戦後
のＲＣ造住宅との居住環境に関
する研究（その１）研究概要と
調査家屋

沖縄における伝統的民家と戦後
のＲＣ造住宅との居住環境に関
する研究
境の計測

(その２）夏季温熱環

同上

日本建築学会九州支部研究報
告，第30号２（環境系）

日本建築学会九州支部研究報
告，第30号２（環境系）

日本建築学会九州支部研究報
告，第30号２（環境系）

日本建築学会九州支部研究報
告，第30号２（環境系）

日本建築学会研究報告九州支
部，第30号２（環境系）

空気調和・衛生工学便覧Ⅱ空調
設備篇（分担）

日本建築学会大会学術講演梗概
集・環境工学

同上

同上

日本建築学会大会学術講演梗概
集（計画）

日本建築学会大会学術講演梗概
集（計画）

同上

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和62年12月

昭和62年１０月

同上

同上

昭和62年１０月

昭和62年10月
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発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
１

１
１
１
１

１
１
１
ｊ
ｊ
１

３
３
９

“
、
皿

１
１
１
１

３
３
３
３

１
１
１

孝
城
文
哉
史
二
俊
孝
和
俊
二
孝
和
久
夫
博
孝
与
郎
樹
郎

清
水
修
信
剛
淳
洋
清
貴
洋
淳
清
貴
忠
徹
信
清
秀
純
広
荘

口
田
川
塚
藤
口
沢
口
清
沢
口
口
清
山
木
口
宮
山
木

出
山
古
大
後
川
古
出
友
古
川
出
友
片
林
三
出
一
一
堤
北
黒

沖縄おける伝統的民家と戦後の
ＲＣ造住宅との居住環境に関す
る研究（その３）夏季温熱環境
の評価と今後あるべきＲＣ造住
宅

桜島火山灰の住環境に及ぼす影
響とその対策に関する研究そ
の１住生活への被害・影響の
実態

桜島火山灰の住環境に及ぼす影
響とその対策に関する研究そ
の２建物への被害・影響の実
態並びに住民による降灰対策

自然冷熱源利用マップおよび夏
季蒸暑マップの作成（その１）
AMeDASとＳＤＰの統計的比較

SEA法による単層壁の残響室
法音響・透過損失の推定（試
料面積及び支持条件についての
検討）

日本建築学会大会学術講演梗概
集（計画）

日本建築学会大会学術講演梗概
集（環境）

日本建築学会大会学術講演梗概
集（環境）

日本建築学会大会学術講演梗概
集（環境）

日本建築学会大会学術講演梗概
集・環境工学

昭和62年１０月

昭和62年10月

昭和62年１０月

昭和62年１０月

昭和62年10月



235学外に発表された論文 な ら び に 講 演

発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

宮
内
明
．
宮
守
岩
明
宮
佐
砂
竹
内
宮
明
八
宮
守
柳
李
明
八
宮
岡
中
八
畑
宮
八
明
宮
明
守
宮
内
八
宮
蓑

Mitsuru

Ｋａｚｕ

Hiros

EijiYas
Ｎｏｒｉｙｕ

KlausMosbac

明
八
山
林
宮
宮

１
１
１
１
１
１
１
Ｊ
１

５
１
１
５

５

６
６
６

１
ｊ
ｈ

５
５

剛
哲
満
之
一
明
満
之
典
一
一
一
一
哲
剛
満
次
之
一
朗
華
満
次
之
男
環
次
一
寛
次
満
之
満
一
剛
哲
次
之
職
憲
血
腫
、
皿
榊
満
次
子
子
寛
之

１
２
２
２

２
２
２

崎
田
石
州
蜘
蹄
石
州
洲
神
帽
田
崎
石
馴
癖
耐
達
石
馴
聴
椎
野
賊
刑
田
賊
石
癖
石
卿
崎
田
詳
硫
剛
》
州
》
》
皿
》
石
帥
恥
樵
田
癖

脂溶性５－FＵ誘導体を徐放する
ポリメリックドラッグの合成

ポリビニルアデニンの性質及び
リポソームとの相互作用

水溶'性および脂溶性の５－FＵを
含むビニル型ポリメリックド
ラッグの合成と性質

末端にスチリル基を有するＮ‐
ビニルピロリドンマクロモノ

マーの共重合

メタクリル酸エステルの不斉オ
リゴメリゼーション

ヌクレオシドおよびヌクレオチ

ド類のアクリルアミドゲルヘの
テンプレート合成

徐放性各種５－FＵビニル誘導体
の抗腫傷性の研究（第五報）脂
溶性，水溶性および水分散性の
付与についてinvitroの研究

lmprintingofNucleosidesin
PolyaCrylamideGel

アデニンおよびポリビニルアデ

ニンを担持した充填剤ＨＰＬＣ
への応用

日本化学会第50回春期年会

日本化学会第50回春期年会

第36回高分子年次大会

第36回高分子年次大会

第36回高分子年次大会

第33回高分子研究発表会(神戸）

第46回日本癌学会総会

HefeilnternationalSymposium
onFunctionalPolｙｍｅｒｓ

日本化学会第55回秋期年会

昭和62年４月

同上

昭和62年５月

同上

同上

昭和62年７月

昭和62年９月

同上

昭和62年10月



236 鹿児島大学工学部研究報告第３０号（1988）

発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

崎
田
島
石
内
田
崎
石
内
藤
本
本
島
石
内
田
地
島
石
内
田
崎
石
内
藤
本
本
本
野
島
田

宮
武
八
明
宮
村
岩
明
宮
佐
砂
竹
柳
八
明
宮
内
宮
八
明
宮
守
岩
明
宮
佐
砂
竹
岡
中
八
畑

晋
栄
徳
敬
裕
徳
智
順
喜
達
栄
徳
栄
徳
則

裕
徳
智
順
喜
佳
栄
耕

５６

２
２
２

１
１
５

５

２
２
２
２
２
２

１
１
５
６
６
６

剛
治
次
満
之
重
明
満
之
典
一
一
一
一
朗
次
満
之
哲
修
次
満
之
一
明
満
之
典
一
一
一
一
男
環
次
一

NorikazuMorital5）

TomonoriMinotal5）

EijiYashima
MitsuruAkashi

TsuyoshiMiyazaki
SatoshiUchida

NoriyukiMiyauchi

MitsuruAkashi

Hiroakilwasaki

NoriyukiMiyauchi
ToshinoriSato2l）

JunnzoSunamoto21）
KiichiTakemoto25）

明 石満

１
１
１
１
１
１
１
１

ヒドロゲルからのへパリンの徐
放に関する研究

リポソームでカプセル化された
ポリビニルアデニンの貧食細胞
との相互作用に関する研究

水溶性ビニルピロリドンマクロ

マーの合成，重合，共重合およ
び得られるグラフトポリマーの
性質

5-FＵを担持したビニル型ポリ
メリックドラッグの合成と性質

ポリビニルアデニンの性質とり
ポソームを用いた系での食細胞
との相互作用に関する研究

メタクリル酸エステルの不斉オ
リゴメリゼーション

AntitumorActivityofVinyl
TypePolymericDrugsHaving
5-Fluorouracil

Polyｖｌｎｙ

Ｄｒｕｇ

ladenineasaPolyｍｅｒ

高分子医薬と高分子化医薬

日本化学会第55回秋期年会

日本化学会第55回秋期年会

第36回高分子討論会

第36回高分子討論会

第36回高分子討論会

第36回高分子討論会

InternationalSyｍｐｏｓｌｕｍｏｎ

PolymerDrugsandPolymeric
DrugCarriers

lnternationalSymposiumon
PolymerDrugsandPolymeric

DrugCarriers

高分子講演会

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

同上

昭和62年12月



237学外に発表された論文ならびに講演

発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

MitsuruAkashi

YasuoTanaka

TsuyoshiMiyazaki

NoriyukiMiyauchｉ

YoshioOkamoto

Ｅ1Ｊ１ Yashima

26）

TamakiNakano

KoichiHatada

26）

26）

MitsuruAkashi

NoriyukiMiyauchi
NorikazuMorita15）
TomonoriMinotal5）

ＥlJlYashima

YoshioOkamoto

KoichiHatada

26）

26）

YoshioOkamoto

ＥljlYashima

KoichiHatada

26）

26）

岡本佳男
八島栄次

明石満
町 田リヨ子

YoshioOkamoto

ＥljlＹａｓｈｉｍａ

Motoshilshikura

KoichiHatada

26）

26）

26）

26）

NoriyukiMiyauchi
ToshioTakeshita

MitsuruAkashi

RiyokoMachida

YoshioOkamoto

ＥljlYashima

26）

Motoshilshikura

KoichiHatada

26）

26）

明 石満

１
１
Ｉ
１
１
１
１

１
１
Ｉ

PolymerDrugsandPolymeric

DrugsⅢSynthesisandHy．
drolysisofAcryloylandMeth．

acryloylTypePolymericDrugs

Containing5-Fluorouracilor

Theophylline

MechanismofAsymmetric

PolymerizationofTriphenyl‐

methylMethacrylate・Separa．
tionandOpticalResolutionof
０１lgomers

PolymerDrugsandPolymeric

DrugsⅣ．AntitumorActivity
ofVinylTypePolymericDrugs

Having5-Fluorouracil

AsymmetricandEnantiomer‐
selective Polymerizationof

Phenyl-2-pyridyl-o-tolylmethyl
Methacrylate

AsymmetricPolymerizationof
OpticallyActivePhenyl-2‐
pyridyl-o-tolylmethylMetha‐
crylateandConformational

CｈａｎｇｅｏｆｔｈｅＰｏｌｙｍｅｒ

メタクリル酸エステルの不斉重
/△－
ロ

親水'性マクロマーの合成と重合
および共重合

Synthesis，Methanolysis，ａｎｄ
AsymmetricPolymerizationof
Meta‐andPara-substitutedTri‐

phenylmethylMethacrylates

ConvenientDeterminationof

MethoxyGroupsofMethylated
Melamine-FormaldehydeResins

bylRSpectroscopy

TheChiralRecognitionofOpti‐
callｙ ActivePolｙ (triphenyl‐
methylMethacrylates）Deriva‐
tivesasStationaryPhasesfor
ＨＰＬＣ

水溶'性マクロマー

J､BioactiveandCompatible

Polym． 2(2)，120.130（1987）

ChemistryLetters，１９８７
7６２．

，
759‐

J・BioactiveandCompatible
Pol

Pol

ｙｍ．，

ｙｍｅｒ

(1987）

2(3)，232-237（1987）

Journal，１９ 897-904

J・Polym､Sci．，Polym・Lett．
Ed.，25,297-303（1987）

有機合成化学協会誌，４５
804（1987）

ヲ
792‐

昭和61年度科学研究費補助金
(一般研究ｃ）研究成果報告書
（ｐｐ． 1-86）

PolymerJournal，１９
(1987）

，
1183-1190

J､Appl・Polym､Sci．，３４
2607（1987）

Bull・Ｃｈｅｍ・ＳＯＣ．

255.259（1988）
Jpn． 6１

2601‐

高分子加工，３７巻３号16-21
(120-125）（1988）

昭和62年４月

昭和62年５月

昭和62年７月

同上

同上

昭和62年８月

同上

昭和62年１０月

昭和62年12月

昭和63年１月

昭和63年３月



238 鹿児島大学工学部研究報告第３０号（1988）

発 表者 題 目 雑 誌 名 又 は 講 演 会 名
発表
開催

年月

EijiYashima
YoshioOkamoto26）

KoichiHatada26）

Ｒ・Ｙａｍａｄａ

Ｙ・Hirata

37）

1.Ａ・Aksay

Ｒ・Ｙａｍａｄ

Ｙ･Hirata

1.Ａ・Aksay

Ｙ・Hirata

1.Ａ､Aksay
Ｒ・Kurita

Ｓ・Hori66）

Ｈ､Ｋａｊｉ
66）

66）

37）

福重安雄

芭 焦義博
島田欣二

福重安雄

東別府誠
有馬ナナ子
島田欣二

福重安雄
松崎容子
島田欣二

Ｒ・Yamada37）
Ｙ･Hirata

l.Ａ・Aksay37）

Ｙ・Hirata

l.Ａ､Aksay37）
Ｒ・Kurita66）

Ｓ・Hori66）

Ｈ､Kaji66）

福重安雄

平田好洋

1.Ａ・Aksay37）

福 重安雄
村野雄一
島田欣二
石原義巳

福重安雄
佐藤誠
平田好洋
島田欣二
石原義巳

37）

37）

福重安雄

平田好洋

1.Ａ・Aksay

Ｙ・Hirata

1.Ａ・Aksay

Ｙ･Hirata

1.Ａ・Aksay

37）

37）

37）

１
１
１
１
１
１
Ｉ

｝

１
１
１
１

Enantiomer-selective

PolymerizationofRacemic

Phenyl-2-pyridyl-o-tolylmethyl
MethacrylateControlledby

RigidHelix

DensificationofMulliteMatrix

Composites

クリストバライトの還元窒化に

及ぼすＣａＯ及びFe203の添加
効果

ＭｇＯ－Ａｌ２０３ 系粉体の性質と水
中溶存シリカの吸着能

クリストバライトの還元窒化に

及ぼすＹ２０３の添加効果

DensificationofShortFiber‐

ReinforcedMulliteComposite
byPowderPrecursorMethod

ProcessingofMullitewithPow‐
dersProcessedb

VaporDeposition
ｙ Chemical

シラスガラスよりの窒化物及び
炭化物の合成

気相法ムライト粉体の湿式成形
と焼結

SiO2-Al203-Y203-N2-C系の反応
生成物

Ａ２０－Ｎｂ２０３ (Ａ＝Li，Ｎａ）系焼
結体の感湿特性

ParticleSegregationduringCol．
loidalFiltration

ColloidalConsolidationand

SinteringBehaviorofCVD‐
ProcessedMullitePowders

Macromolecules，２１

(1988）
，

854-855

ConferenceonAtomicand

MolecularProcessingofElec‐

troncisandCeramicMaterials，
Abstractｐ・ 1８．

日本化学会第55秋季年会

同上

昭和62年度窯業協会九州支部秋
季研究発表会

40thPacificCoastRegional
Meeting，TheAmericanCera‐
micSocietｙ

lstlnternationalWorkshopon
Mullite，Abstractｐｐ。 26-7.

第４回セラミックスに関する日
韓セミナー（於有田）

窯業協会窯業基礎科学部会分科
今
云 ， 講演資料 ｐｐ。 1－５．

第26回窯業基礎討論会，講演要
旨集ｐ、１５１．

同上，ｐ ､１８９

lnternationalWorkshoｐ for

AdvancedMaterialsTech‐

nology，CeramicsⅣ
ｐｐ． 4－５．

９ Abstract

Proceedingsofthe22ndUni‐

VersityConferenceon
Ceramics，andthelnternational
MaterialsS

2２．
ｙｍｐｏｓｌｕｍ，ｐｐ． 6１１．

昭和63年３月

昭和62年９月

昭和62年10月

同上

昭和62年11月

同上

同上

昭和62年12月

同上

昭和63年１月

同上

昭和63年３月

昭和62年12月



239学外に発表された論文ならびに講演

発表者 題目 雑 誌 名 又 は 講 演 会 名
発表
開催

年月

竹 下 寿雄
逆瀬川清浩
大 木章
前田滋

前田滋
久米田幸介
前田充
竹下寿雄

大木章
前田滋
竹下寿雄
高木誠

前 田滋

前田滋
川付正明
溝口 誠
大木章
竹下寿雄

前田滋
藤田早織
大木章
竹下寿雄

前田滋
藤田早織
大木章
竹 下寿雄
東四郎

竹下寿雄
前田滋
大 木章

Ａ・Ｏｈｋｉ

Ｓ・Maeda

Ｔ・Takeshita

Ｍ・Takagi11）

Ｓ・Maeda

Ｋ・Ｋｕｍｅｄａ

Ｍ
Ｓ

.Maeda

Higashi
Ｔ・Takeshita

S・Maeda

Ｈ・Ｗａｄａ

Ｋ・Ｋｕｍｅｄａ

Ｍ・Onoue

Ａ・Ｏｈｋｉ

S,Higashi
Ｔ・Takeshita

11）

3）

１
１
Ｉ

１
１
１
１

１
１
Ｉ

コールタール系油添加ＣＯＭの
貯蔵安定性と粘度特性

淡水産らん藻（ノストック）の
ヒ素生体濃縮を利用した水相か
らの無機ヒ素の除去

複数の荷電中心を持つアニオン
交換型抽出剤によるシアノ金属
酸イオンの抽出

淡水産藻類によるヒ素の生体濃
縮

淡水産藻類によるヒ素除去の工
業的アプローチ

淡水産らん藻（ホルミジウム）
によるヒ素の生体濃縮

BioaccumulationofArsenicby
FreshwaterAlｇａｅ

桜島の降灰調査(Ⅲ)昭和59年度
～昭和61年度調査降灰量と
SＯ４

２－

ついて

他２ ， ３の降下成分に

Extractionofmetalionsbｙ tri‐

cationicanion-exchangeextrac．
tant

Bioaccumulationofarsenicby

freshwateralgae（Nostocｓｐ。）
andtheapplicationtothere・
movalofinorganicarsenicfrom
anaqueousphase

Methylationofinorganicarsenic
ｂｙ

aｌ

arsenic-tolerantfreshwater

gae

日本化学会第54春季大会講演要
旨集Ⅱ，ｐ，795

同上講演要旨集Ｉ，ｐ､149

同上講演要旨集Ｉ，ｐ､499

第４回発泡体培養技術研究会講
演要旨集 ｐ､９～１１

日本化学会中四国・九州支部合
同大会講演要旨集ｐ､2７

同上ｐ､2６

第３回国際ヒ素シンポジウム
ＡＢＳＴＲＡＣＴＳ ｐ・ 31～3２

大気汚染学会誌，２２巻５号
376～388（1987）

ChemistryLetters，１３４９～１３５２
(1987）

AppliedOrganometallic
Chemistry,１，３６３～370（1987）

ＡpｐliedOrganometallic

Chemistry,１，４６５～472（1987）

昭和62年４月

同上

同上

昭和62年７月

昭和62年９月

同上

昭和62年11月

昭和62年５月

昭和62年７月

昭和62年８月

昭和62年10月



240 鹿児島大学工学部研究報告第３０号（1988）

発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

前田

下茂
奥
染川
柘植

仙田山
上ノ園

下茂
染川

染川
伊達
安田
下茂

植村
田島
藤村
染川

染川
植村

染川

徹
綾
賢
乙
正
ゆ
徹
賢
賢
憲
光
徹
寿
宏
文
賢
賢
寿
賢

力

Ｋ・Haddaway
K・Ｓｏｍｅｋａｗａ

P､Flemingf）

』.Ａ・Tossell

ユ

滋
朗
子
一
彦
幸
り
朗
一
一
一
雄
朗
子
幸
利
一
一
子
一

36）

36）

Ｐ.Ｓ､Mariano36）

12）１
１
１
１
Ｉ

’

淡水産微細藻類によるヒ素の除
去と解毒

2‐ピロン環をもつピリジニウ
ム塩より1,3-双極性環状付加
体の合成及びそのDiels-Alder
反応

エテニルーヘテロシクロヘキサ

ジェノンの合成と反応

共役へテロシクロヘキサジェノ
ﾝ光付加体の異性化誘導

有機テンプレートを使用しない
ZSM-5の合成

シラスを原料とするゼオライト
の合成

シラスのゼオライト化

TheChemistryofAlleneCation
RadicalsProbedbｙ tｈｅＵｓｅｏｆ

TheoreticalandElectron-Trans‐

ferPhotochemicalMethods

ACTIVE（九州)，Vol､２２０９
(1988）

日本化学会第54秋季年会予稿集
(Ⅱ）ｐ、１０５２

日本化学会九州支部・中国四国

支部合同大会予稿集ｐ､100

日本化学会第55秋季年会予稿集
（１）ｐ､２５２

同上予稿集(Ⅱ）ｐ、５４７

化学工学協会触媒研究会（鹿児
島講演会）

日本化学会九州支部鹿児島
フォーラム要旨集

J・Org､Che、.，Vol、５２ ，
4239‐

4253.

昭和63年３月

昭和62年４月

昭和62年９月

昭和62年10月

同上

昭和62年１１月

昭和62年11月

昭和62年10月
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発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

ｊ

１

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ
１

１
１

１

８

１

４

５

１

１
１

３
７

３
８

１

２

１

７

７

１

８
８

７
６

６
６

松本利達
樋高信幸
清水 孝
土屋 美保子
諸岡成治

松本利達
久保薗健一
久木崎浩二
荻野文丸

松本利達
樋高信幸
士屋 美保子
清水孝
諸岡成治

Ｔ・Matsumoto

N・Hidaka

M・Tsuchiya
T・Ｓｈｉｍｉｚｕ

Ｓ・Morooka11）

碇 醇
幡手泰雄
西野剛
飯山慎哉

大曲浩二
下西昭吾
幡手泰雄
碇醇
近藤和生

，.Ｆ・King76）

上村芳三
小 林昌三
幡手泰雄
碇醇

曽根秀樹
河野恵宣
幡手泰雄
碇醇

田尻秀一
福元貴司
幡手泰雄
碇醇

幡手泰雄
今福達夫
永田浩子
川野人志
碇醇

気泡塔内の粒子の軸方向濃度分
布

不溶解性二液中の加熱円柱から
の沸騰伝熱

三相流動層における液の軸方向
乱流拡散

AxialTurbulentDiffusionofLi‐

quidinThree-PhaseFluidized
Ｂｅｄ

回分蒸留における蒸留酒中の微
量成分の挙動

高温流動層における気泡群の挙
動一気泡径に及ぼす分散板の影
響

有機ニッケル化合物を用いた含
浸法ニッケル触媒のキャラクタ
リゼーション

オレイン酸メチルの酸化反応に
おける過酸化物の生成速度

1.5及び2.7cm垂直下降管におけ
る気液固系混相流の伝熱特性

懸濁重合によるポリスチレン微
粒子の製造

化学工学協会第20回秋季大会講
演要旨集ｐ､692

化学工学協会鹿児島大会講演要
旨集ｐ､149

同上ｐ・'6１

ProceedingsofFirstKorea‐

JapanSymposiumonFluidiza．
tion Seoul，ｐ､260～ｐ､２６９

化学工学協会第52年会研究発表
講演要旨集，ｐ､6８

同上 ｐ・ 253

同上ｐ､309

同上ｐ､426

同上ｐ､536

同上ｐ､573

昭和62年10月

昭和62年11月

同上

昭和62年８月

昭和62年４月

同上

同上

同上

同上

同上
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発 表者

暦ヰニＺ露腫

羽知 房 6 ９

干工品〉(

沼『千二 Ｚ 医 雌

士ｌ悟

願 ヰユえ毒雄

賢出淫

干 工品】

暦二ＦＺ露師

厩二ＦＺ医雄

屑二F二 Ｚ 露 庇

拙斗も正

飛又貯

暦二Ｆz毒脇

屑 司二Ｚ露唖

願 ヰニえ露脇

願 ヰュＺ露雌

鹿児島大学工学部研究報告第３０号（1988）

題 目

架橋ポリスチレンを外被膜とす
るマイクロカプセルの製造

含浸法及び気相法ニッケル／
アルミナ触媒に関する調製工学
的研究

懸濁液滴内スラリー重合による
マイクロカプセル製造一膜厚に
及ぼす操作条件の影響一

気液固系混相流における物質移
動特性

塩化ニッケル蒸気沈着法による
担持ニッケル触媒の調製

エタノール水溶液中の微量成分
の減圧気液平衡

微生物懸濁気泡塔における物質
移動特性

エタノール水溶液中のパルミチ

ン酸エチル，オレイン酸エチル
およびリノール酸エチルの気液
平衡

超音波発生機を利用した液滴径
制御装置の開発

熱天秤重量法による石炭ガス化
の基礎的研究

雑誌名又は講演会名

化学工学協会第52年会研究発表
講演要旨集，ｐ､574

日本化学会九州支部中国四国支
部合同大会講演要旨集，ｐｐ､67.
6８

化学工学協会第20回秋季大会研
究発表講演要旨集，ｐ､9３

同上ｐ･'4９

同上ｐ､156

同上ｐ､595

同上ｐ､703

化学工学協会鹿児島大会講演要
旨集， ｐｐ。 ３‐４

同上 ｐｐ。 77-78

同上ｐｐ､103.104

発表
開催

年月

昭和62年４月

昭和62年９月

昭和62年１０月

同上

同上

同上

同上

昭和62年11月

同上

同上
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発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

ｌ
‐
１
１
１
１
１
１
１
Ｊ

１
０
１
３
１
１
１

４
７
１
６
１
８
８

７
１

３
１
４
１

雄
弘
明
一
一
一
醇
生
子
雄
夫
任
醇
行
樹
宣
雄
醇
雄
醇
吾
明
生
一
一
一
雄
醇
雄
一
一
一
生
醇
雄
醇
一
一
一

醇
醇
雄
浩
男
行
雄
雄

泰
康
英
芳
和
浩
泰
達
一
文
秀
恵
泰
泰
昭
正
和
砂
芳
泰
泰
芳
和
泰
芳
ｍ
ｅ

・
ｍ

ｕ
ｔ

手
島
村
藤
田
手
福
塩
根
野
手
手
西
津
藤
Ｋ
村
手
手
村
藤
手
村
川
伽

Ｆ

泰
幸
文
泰
泰

手
村
崎
塩
手
手

ｒａｋｌ

幡
泊
豊
上
碇
近
永
幡
今
榊
碇
中
曽
河
幡
碇
幡
碇
下
原
近
、
上
幡
碇
幡
上
近
碇
幡
碇
上
Ｍ
Ｍ
Ａ
碇
碇
幡
上
演
中
幡
幡

流動層による石炭ガス化の基礎
的研究

懸濁重合法における架橋ポリス
チレン粒子の性状に及ぼす分散
安定剤の影響

オレイン酸メチルの酸化反応に
おける過酸化物の生成速度
(第２報）

高温流動層における気泡径に及
ぼす流動化粒子中の微粒子の影
響

塩化ニッケル蒸気沈着法により
調製した担持ニッケル触媒の反
応性

流動層を利用した触媒担持石炭
のガス化プロセスに関する基礎
的研究

懸濁液滴内スラリー重合による
マイクロカプセルの製造

FormationofNickelConcentra‐

tionProfileinNickel／Alumina

CatalystduringPost-impregna‐
tionDrｙｍｇ

微量成分を含む蒸留

蒸留酒製造用回分蒸留器の性能

｢共重合３工学解析」
"共重合反応速度の工学解析．
反応速度のモデル化'，

懸濁重合法によるポリスチレン
微粒子の製造

化学工学協会鹿児島大会講演要
旨集

同上

，

，

ｐｐ､105-106

ｐｐ． 115-116

同上ｐｐ､127.128

同上

同上

文部省科学研究費重点領域研究
合同研究集会

昭和61年度科学研究費補助金（
一般研究Ｃ）研究成果報告書

JournalofChemicalEngineering

ofJapan20巻２号ｐｐ・’１７－１２３

分離技術17巻２号 ｐｐ。 118-132

昭和61年度科学研究費補助金（
一般研究ｃ）研究成果報告書

培風館高分子学会編 ｐｐ． 29-52

ケミカルエンジニアリング32巻
7号 ｐｐ． 539-545

昭和62年11月

同上

同上

同上

同上

同上

昭和62年３月

昭和62年４月

同上

昭和62年５月

昭和62年６月

昭和62年７月
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発 表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

幡手泰雄
漬 田浩
永田浩子
今福達夫

Ｙ・Hatate

Ｋ・Ohmagari75）
S・Shimonishi

Ａ・Ikari

Ｋ・Kondol1）

，.Ｆ・King76）

Ｙ・Hatate

Ｈ・Ｈａｍａｄａ

Ａ・Ikari

72）

Ｆ・Nakashio

Ａ・Ikari

Ｙ・Hatate

Ｇ・Nishino

Ｓ・Iｉｙａｍａ

１１）

74）

Ｙ・Hamasaki4

Ｙ・Ｕｅｍｕｒａ

Ｙ・Hatate

Ａ・Ikari

Ｙ・Hatate

S､Tajiri73）
Ｔ・Fujita

62）

Ｔ・Fukumoto

Ａ､Ikari

T・Ｈａｎｏ19）

Ｙ・Hatate

Ｈ・Ｈａｍａｄａ

Ａ,Ikari

72）

Ｆ･Nakashio

幡手
上村
近藤

3）

１１）

雄
三
生

泰
芳
和

甲斐 敬美
高橋武重

高橋武重
甲斐敬 美

甲斐敬 美
村上正浩
高橋武重

72）

63）

１１）

77）

１
１
１
１
１
１
１
１
Ⅲ

｝

’

懸濁液滴内スラリー重合による
マイクロカプセルの製造

EffectofDistributoronBubble

SizeinaCylindricalFluidized

BedatanElevatedTemperature

BehaviorofPolymerDroplets
inStyreneSlurryPolymeriza‐

tionwithinlsooctaneDroplets
inWater・・・EffectofMonomer

andlnitiatorConcentrationson

PolymerDropletSize

BehaviorofFlavorComponents
iｎＡｑｕｅｏｕｓ EthanolDistillation

byaPot-still

EffectsofNickelSourceMate‐

rialonCharacteristicsofNickel

／Aluminalmpregnated
Catalysts

HeatTransferCoefficientin

Three-phaseVerticalUpflows
ofGas-Liquid-FineSolidParti‐
clesSystem

StyreneSlurryPolymerization
withinSuspendedDropletsin
Waterusing2,2'一Azobis（2,4．
Dimethyl-valeronitrile）ａｓｌｎ．
itiator

流動層を利用した触媒担持石炭
のガス化プロセスに関する基礎
的研究

均一流動化状態における最大空
隙率と気泡流動化状態における
エマルジョン相空隙率

脱アルミナゼオライトによる液
固系脱t,ブチル化反応

均一流動化状態における層の見
掛け粘度の測定

化学工学51巻７号ｐｐ､519.522

Fluidization 8７Koreaａｎｄ

Japanpp、１０８－１１７

旭硝子工業技術奨励会研究報告
50巻 ｐｐ． 135-139

ThelstKoreaJapanSymposium
ｏｎ SeparationTechnologypp．
272-275

JournalofChemicalEnｇｍｅｅｒｌｎｇ

ofJapan20巻６号ｐｐ、563-568

同上

同上

ｐｐ．

ｐｐ．

568-574

644.646

文部省科学研究費重点領域研究
昭和62年度研究成果報告書
87-94

ｐｐ．

化学工学協会第52年会講演要
旨集

化学工学協会第20回秋季大会
研究発表講演要旨集

同上

昭和62年７月

昭和62年８月

昭和62年11月

昭和62年10月

昭和62年12月

同上

同上

昭和63年３月

昭和62年４月

昭和62年10月

同上
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発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

藤吉 誠

高橋武重

白川良美
高橋武重
甲斐敬美

藤吉 誠

高橋武重

Ｔ・Takahashi

Ｙ・Nishi7

Ｔ・Ｋａｉ

9）

高橋武重

小倉義和
高橋武重
甲斐敬美

江田道治
高 橋 武重
甲斐敬美

高橋武重
甲斐敬美

高橋武重

Ｔ・Takahashi

Ｙ・Nishi7

Ｔ・Ｋａｉ

9）

Ｔ・Masumoto

Ｈ・Ｋｉｍｕｒａ

Ｔ・Ｋａｉ

35）

Ａ・Iwakiri81）

35）

Ｔ・Takahashi

Ｔ・Ｋａｉ

Ｙ・Shirakawa

T・Takahashi

Ｔ・Takahashi

Ｋ・Kuramoto

Ｔ,Ｋａｉ

Ｍ・Tashiro

62）

１２）

Ｔ・Takahashi

Ｋ・Kuramoto

Ｔ・Ｋａｉ

Ｍ､Tashiro

62）

12）

｝

１
１
Ｉ

１
１
｝

’
１
１

１
１

多孔質ガラス担持ニッケルの水
素吸着におよぼす還元焼成の影
響

鉄酸化菌によるＦｅ２イオンの
酸化における活性炭添加の影響

多孔質ガラス担持ニッケルの表
面積におよぼす還元焼成の影響

CharacterizationofAmorｐhous

Pd-ZrAlloyinHydrogenation
ofBenzene

1．フェニルエタノールの脱水
反応によるゼオライトのキャ
クタリゼーション

フ

多孔質ガラス担体の物性に及ぼ
すアルミナ含量の影響

モルデナイトによるｐ-t‐プチ
ルブロモベンゼンの反応

Pd-Zr系合金の表面状態と触媒
活性

アモルファス合金を原料とする
水素化触媒の高機能化

HydrogenationofCyclohexene
andBenzeneoverAmorphous

Pd-ZrAlloy

EmusionPhaseExpansionand

SedimentationVelosityinFlui‐
dizedBedsofFineParticles

ChangeinBubbleBehaviorfor
DifferentFluidizingGasesina
FluidizedBed

EffectofAcidStrengthDis‐
tributiononDe-t-butylation

RateandCatalystFoulingRate

EffectofPartialPoisoningof

AcidSitesonSelectivityinthe

MultipleReactionsofMono‐
Substituted-t-Butylbenzenes

化学工学協会第20回秋季大会
研究発表講演要旨集

同上

同上

ExtendedAbstractElectroche‐

micalSociety，l72ndMeeting，
Honolulu

第１１回参照触媒討論会資料

化学工学協会鹿児島大会講演要
旨集

同上

第２回表面の機能と応用研究会
資料

東北大学金属材料研究所共同利
用研究会資料

CanadianJournalofChemical

Engineering６５巻ｐ、274-279

JournalofChemicalEngineering

ofJapan20巻ｐ，282.286

PowderTechnology51巻
ｐ・ 267-271

CanadianJournalofChemical

Engineering６５巻ｐ、621.626

同上65巻ｐ、627-632

昭和62年10月

同上

同上

同上

昭和62年11月

62年11月

同上

昭和63年１月

昭和63年２月

昭和62年４月

昭和62年６月

昭和62年８月

同上

同上
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発 表 者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
１
Ｉ

Ｔ・Takahashi

Ｙ・Nishi79）
Ｔ・Ｋａｉ

32）

32）

伊地知和也
田 中安彦
峯尾英章
吉田邦夫

永山雅規
伊地知和也
舟倉恭一
田中安彦

柏原司
日高雄一郎
伊地 知和也
田 中安彦

守 田謙二
伊地 知和也
吉田欣哉
田中安彦

吉 福功美

1.Yoshifuku

CharacterizationofAmorphous
Pd-ZrAlloysinHydrogenation
ofBenzene

循環流動層でのセグリケーショ
ン

流動層発塵装置からの発生粉塵
の帯電

移動層フィルターの集塵性能

ドラフトチューブ付噴流層の流
動特性

多期間操業設計問題の解法のう
ローグラフ表現

ParameterEstimationinaCool‐

ingTowerProcess

ProceedingsofSymposiumCor‐
rosion，Electrochemistryand
CatalysisofMetallicGlasses

ｐ・ 371-379

化学工学協会第20回秋季大会研
究発表講演要旨集

化学工学協会鹿児島大会講演要
旨集

同上

同上

化学工学協会第20回秋季大会講
演要旨集ｐ､398

JournalofChemicalEngineering
ofJapanVol、２０，pp324-325

昭和63年３月

昭和62年10月

昭和62年11月

同上

同上

昭和62年10月

昭和62年６月
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発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

Ｔ・Ogushi
Ｙ・Hakuraku

Ｔ・Ｏｔａｗａ

Ｇ､Ｎ・Suresha

Ｙ・ＨｏnJo

Ｙ・Ozono

1.Ｋａｗａｎｏ5）

Ｔ・Ｎｕｍａｔａ

Ｇ
大
本
大
白

Ｔ
Ｙ
Ｓ
Ｆ
Ｔ
Ｙ
Ｔ
Ｇ
Ｙ
Ｙ
Ｌ
Ｔ

Ｎ・Suresha

多和
庄

串
楽

利 幸

哲
善

､Ogushi
・Hakuraku

・Ｈｉｇｏ

・Sumiyoshi

・Ogushi
・Hakuraku

・Ｏｔａｗａ

.Ｎ､Suresha

Honjo
・Ozono

Kawano5）
・Ｎｕｍａｔａ

Ｔ・Ogushi
Ｙ・Hakuraku

Ｇ､Ｎ・Suresha

Ｙ・Ｈｏnjo

Ｙ・Ozono

1.Ｋａｗａｎｏ5）

Ｔ・Ｎｕｍａｔａ

Ｔ・Ogushi
Ｙ・Hakuraku

Ｙ・Ｈｏnjo

Ｇ､Ｎ・Suresha

Ｓ・Ｈ1gｏ

Ｙ・Ozono

1.Ｋａｗａｎｏ
5）

Ｔ,Ｎｕｍａｔａ

本庄
大多和利
白楽善
Ｎ､Ｇ・Suresh

大串哲

白楽善
住吉文
橘高和
浜田次
川畑秋
大串哲

ａ

豊
禰
則

豊
幸
則
禰
則
夫
宏
男
馬
禰

１
１
Ｔ
ｌ
１
１
１
１

Suptter-depositedfilmsofpero‐
vskitecompoundandNb-Si-O

system

PartialSubstitutionof

inoxidesuperconductor

copper

Susceptibilitymeasurementup

toroomtemperature

Sputter-depositedfilmsofpero‐

vskitecompoundandNb-Si-O

system

Possibilityofsuperconductivity
ｗｉｔｈｈｉｇｈＴｃｉｎＬａ－Ｓｒ－Ｎｂ－Ｏ

system

La-Sr-Nb-OFilmsasacandiate

forsuperconductorwithTceup
ｔｏ２５５Ｋ

La-Sr-Nb-O薄膜での高温超伝
導の可能性

RBa-Cu-F-O（Ｒ＝Ｙ，Ｅｒ）
超伝導体の電磁特性

吉
向 温

Proceedingsofl8thlnternation‐

alConferenceonLowTempera‐
tｕｒｅＰｈyslcspp1141-1142

第34回応用物理学会２０pE4/１

科学研究費特定研究新超伝導物
質研究成果報告集
ぴＪｐｎ･JournalofA
sicsSeries

pｐ

ｐｐ

86-88及
lｉｅｄＰｈｙ‐

JpnJoumalofAppliedphysics

Vol、２６Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔｐｐｌｌ４１－
1142

JournalofLowTemperature
Pｈyslcs

451-457

Vol、６９Ｎｏ．５/６ pｐ

JournalofLowTemperature
Pｈys1csVol、７０Ｎｏ．５/６

第34回応用物理学会２０ｐＥ２/１

第35回応用物理学会２８ａＺＣ
9/１

昭和62年８月

昭和62年10月

昭和62年２月

昭和62年１１月

昭和62年12月

昭和63年３月

昭和62年１０月

昭和63年３月
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発 表 者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
１
１
１
１
１
‐

Ｙ・Hakuraku

Y・Hakuraku

肥後悟
白楽 善則
住吉文男
本庄豊
Ｎ､Ｇ・Suresha

大串哲禰

寺村正弘
武石泰亮
南竹力

武石泰之
武石泰亮
南 竹力

白 水 博
武石泰亮
南 竹力

武石泰之
武石泰亮

真田克彦2）
遠矢守2）
山下陸夫

山下陸夫
真田克彦2）
植村哲郎2）
遠矢守2）

山下陸夫
山口典昭５１）
謡田正幸44）
貞しげ子45）

山下陸夫
貞しげ子45）
謡田正幸"）
阿多淑子46）
下池実47）

山下陸夫
山口典昭5'）
貞しげ子45）
謡田正幸"）
鬼塚喜代子48）

山下陸夫
山下義信
南竹力

Thermodynamicsimulationofa
rotationEricssoncyclemagne‐

ticrefrigeratorwithoutare．

generator

Boilingheattransfertoliquid
heluimfrommultilayeredpor‐
ousstructurefins

La-Sr-Nb-O薄膜の反磁性への
温度サイクルのアニール効果

線形電圧制御形正弦波発振器

PDSCを用いた差動増幅回路

ＣＭＯＳ３値計数回路の構成

LEDを用いた並列ダイオード
スイッチトキャパシタ回路

コアラ計画とソフトウェアセン
ダニ構想

コアラ計画とパソコン通信の教
育利用

パソコン通信の研修カリキュラ

ム（第２報）

鹿児島におけるパソコンネット
ワークの教育利用のための基礎
的研究

日本語ワープロソフトによるパ

ソコン通信

小規模な学校におけるマイクロ
コンピュータ導入の問題点

JoumalofAppliedPhysicsVol．
6２ pｐ 1560-1563

CryogenicsVol、２７pp590-591

第35回応用物理学関係連合講演
△
云

電気関係学会九州支部連合大学
講演論文集No.711

同上Ｎｏ．７１９

同上No.723

応用物理学会九州支部講演会論
文集No.Ｃａ-６

第１２回CAI学会研究発表大会
論文集

日本教育工学会第３回大会

同上

電子情報通信学会技術研究報告

ＥＴ８７－６ｐｐ､51-54

同上ＥＴ８７－６，ｐｐ､55-58

同上ＥＴ８７－９，ｐｐ､25-28

昭和62年９月

昭和62年10月

昭和63年３月

昭和62年１０月

同上

同上

昭和62年11月

昭和62年８月

昭和62年10月

同上

昭和62年11月

昭和62年１１月

昭和63年２月



シンポジウム

学外に発表された論文ならびに講演

静電気学会誌Vol、１１Ｎｏ．４ｐ

249

鹿児島県人材育成センター

NEW教育とマイコン第３巻，
第８号

マイコンレーダ第３巻，第１号
ｐｐ． 28-31

電気通信普及財団研究調査報告
書昭和60年度助成分No.２

鹿児島大学教育学部研究紀要
教育科学編第39巻

1988年暗号と情報セキュリティ

会

294-300

電子情報通信学会論文誌Vol．
J71-ANo・ｌｐｐ、125-127

応用物理学会九州支部学術講演

｢溶質・溶媒相互作用の微視的
動態解析」シンポジウム

l72ndMeetingofTheElec．
trochemicalSociety

J・AmericanChemicalSociety

発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
１

１

７
１
８
４
５
６
９
６
０
１
１

２
２
２

９
９
９

夫
夫
夫
実
昭
子
幸
子
り
夫
子
一
彦
守
夫
行
康
行
行
昭
満
満
康
満
康
男
満
亮
宏
友
力
夫

４
５
４
４
４
５
４
４
５
２
２

代
げ
お

陸
陸
陸
典
喜
正
し
か
嘉
淑
弘
克
陸
定
孝
定
定
浩
唐
唐
浩
唐
浩
文
麿
泰
万
陸

下
下
下
池
口
塚
田
山
本
多
田
矢
下
島
田
島
島
下
川
川
村
川
村
泉
川
石
田
口
竹
下
ノ

山
山
山
下
山
鬼
謡
貞
松
橋
阿
西
真
遠
山
村
測
村
村
竹
平
平
野
平
野
川
平
武
士
口
湯
南
山

BBS利用での教師のコンビ
一タリテラシーの普及

ユ

パソコン通信の教育利用の基礎
的検討

鹿児島におけるパソコンネット
ワーク（電話回線による）の教
育利用のための基礎的研究

鹿児島県におけるコン ピ ユ －タ

教育利用計画とその課題一コア
ラ計画とソフトウェアセンタ構
想一

誤り検出機能付きの秘密鍵分散
共有法

電荷のまわりの電界計算法

秘密鍵の階層グループ間共有法

中性錯体の沈降電圧測定

溶液中のイオンの遅い運動によ
る電位差の発生について

MeasurementofSedimentation

PotentialinAqueousSolutions
ofNitroammine､cobalt(Ⅲ）Com．

ｐlexes．

MeasurementofSedimentation

PotentialandltsApplicationto
theDeterminationoflndividual

lonicPartialMolarVolumes

メカトロニクス講座（制御技術
講座）
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発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１

１
Ｊ
１
Ｉ

２８

０
３
１
３

０

０

０

０
３
１
３

宏
昭
友
也
男
友
友
寛
也
文
寛
也
友
一
寛
也
友
友
也
男
寛

一
万
徹
正
万
万
徹
博
徹
万
正
徹
万
万
徹
正

吉田
弥栄

湯ノロ

古川
斎藤

湯ノロ

湯ノロ

加藤

古川

清武
加藤

古川
湯ノロ

上原

加藤

古川
湯ノロ

湯ノロ

古川
斎藤

加藤

緩和フィルタを用いた多変数有
限時間整定制御系の設計

人体皮膚の電位発現機構（その
2）

Studyofthemagneticfields
abobethｅｓｕｒｆａｃｅｏｆｔｈｅｈｕｍａｎ

skin

生体内部環境現象と状態情報に
関する研究

生体皮膚表面の電位と磁界の基
礎実験

皮膚電位のマップ化による実験
解析の試み

人体皮膚磁界及び皮膚活動電位
の精密な測定と解析

計測自動制御学会論文集Vol．
2３

， Ｎｏ．１１
， ｐｐ． 1224～１２２６

第26回日本ＭＥ学会大会

6thlnternationalConference

Biomagnetism

電子情報通信学会研究会
ＭＢＥ8７

ｏｎ

日本ＭＥ学会九州支部講演会

日本ＭＥ学会九州支部講演会

電気学会マグネテック研究会

昭和62年11月

昭和62年５月

昭和62年８月

昭和62年12月

昭和63年２月

昭和63年２月

昭和63年２月
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発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
Ｉ

ｅ

ｌｒｏ

ａ４）

ｈａｓ

ｄａ

Ｙａｍ

Ｍａｅ

lchikaw

●
●
●

Ｔ
Ａ
Ｈ

4）

4）

徹
夫
人
明
洋
夫
徹
人
一

明
仁
正
明
仁
祐

１
１
１
１
１
１
Ｉ

城
田
井
円
川
田
城
井
近
原

山
前
桜
茶
市
前
山
桜
藤
吉 原進

28）
VenkataramanaattaＫ

28）

28）

a28

28）

28）

ロボ

健
善
浩

野
田
村

皿
二
進
毅
一
一
一

kataramｅｎＶ

和

健
健
善
浩

野
原
内
野
田
村

之

河
山
家
Ｋ
河
吉
堀
河
山
家

28）
Ｋ・Venkataramana

’

28）

28）

28）

河野健二
柚木原隆
坂口秀一

河野健二
船木迫隆
永測克己
愛 甲頼和

河野健二
山田善一

河野 健二
山田善 一
家村浩和浩和
Ｋ・Venkataramana28）

１
１

-28）
河野健
山田善
Ｋ・Venkataramana28）

28）

22）

河野健二
山田善 一
竹宮宏和和

Ｍ２ tidalcurrentonthecon．

tinentalshelf-slo

ChinaSea

pｅ oｆｔｈｅＥａｓｔ

気象擾乱による流速変動（都井
岬沖における測流結果を用い
て）

屋久島周辺海域における水温．
塩分変化の特徴

振動円柱に作用する流体抵抗力
に つ い て

WaveandEarthquakelnduced
VibrationofOffshoreStruc‐

tures

地盤一構造物系の動的応答解析

WavelnducedVibrationsof

OffshoreTowers

斜張橋の動的応答解析に及ぼす
地盤の影響

地震力を受ける海洋構造物の動
的応答解析

SeismicResponseAnalysisof

NonproportionalDampingSys‐
temduetoResponseSpectr-um
Method

海洋構造物の動的応答解析に及
ぼす基礎一地盤の影響

DynamicResponseAnalysisof
Soil-OffshoreStructureSystems

DynamiclnteractionAnalysisof
Cable-StayedBridge

JECSSⅣ

大気海洋相互作用と海洋混合層
の変動に関するシンポジウム

日本海洋学会秋季大会講演要旨
集

土木学会第４２回年次学術講演会

第１９回地震工学研究発表会

土木学会第４２回年次学術講演会

同上

昭和62年度西部支部研究発表会

同上

土木学会論文報告集Ｉ，Ｎｏ．
380

第１１回構造工学における数値解
析法シンポジウム論文集

Proceed・ｏｆＴｈｅＴｈｉｒｄｌｎｔｅｒｎ・

Conf・onCivilandStructural

EngineeringComputingVol．’

lntern､ConfonCable-Stayed
Ｂｒｉｄges，

Vol．’

昭和62年９月

昭和63年２月

昭和62年10月

昭和62年９月

昭和62年７月

昭和62年９月

昭和62年９月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和62年４月

昭和62年７月

昭和62年９月

昭和62年11月
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発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

２
２
２
７

８
８
８
１

７

８
８
０
０

７

一
一
一
和
皿
進
史
美
博
史
進
美
進
郎
男
一
弘
進
美
史

１
１
ｌ
；

進
博
学
司
進
治
司
進
司
秀
司
浩
治
司
喜
博
司
介
人
久
義
夫
介
志

河 野健
山田善
家村浩
Ｋ・Venkataram

松本
出 口 秀
白石 博
前 村政

出口秀
松本
白 石 博

松本

藤元順
梶原春
小 畑晋

宮本正
松本
白石 博

出口秀
松本
前村政
楠

武若耕
松本

川俣孝

武若耕
松本

武若耕
塘

武 若耕
比嘉

川 俣孝
武若耕
伊藤勝
橋口寿

武若 耕

北村良
日高正
吉元和
城本一
中村和

北村良
新地正

波力と地震力を受ける海洋構造
物の動的応答解析

交番載荷時の鉄筋の応力・歪関
係について

交番載荷を受ける鉄筋の相対す
くり量の算定方法について

ＰＣ斜長橋（ふれあい橋）の実
橋試験について

交番載荷を受ける鉄筋の応力．
歪モデルについて

交番載荷を受ける鉄筋の歪分布
と相対すべりについて

しらすのコンクリート用細骨材
への利用に関する基礎的研究

海洋環境下におけるコンクリー
ﾄ中の塩分浸透量推定に関する
数値解析結果

コンクリート中の塩分浸透量に
関する既往調査結果の整理とそ
の解析

自然電位法による鉄筋腐食状況
の定量化手法に関する一検討

しらすを細骨材として用いた
ＲＣ梁の曲げ性状

火山噴出性体積物のコンクリー
ﾄ用材料への有効利用（しらす
利用を中心に）

三主応力制御箱型三軸装置によ
る動的試験

マルコフ・モデルの高圧下での
圧縮・せん断挙動への適用

構造工学論文集Vol、３４Ａ

土木学会第４２回年次学術講演会
講演概要集，第５部

同上

土木学会西部支部研究発表会講
演概要集

同上

同上

コンクリートエ学年次論文報告
集（第９巻第１号）

第４２回土木学会年次学術講演会
講演概要集

土木学会西部支部研究発表会講
演概要集

同上

同上

ACTIVE（九州）技術論文集
Vol、２

第２２回土質工学研究発表会

同上

昭和63年３月

1987.9

同上

1988.3

同上

同上

1987.6

1987.9

1988.3

同上

同上

1988.3

1987年６月

1987年６月



253学外に発表された論文ならびに講演

発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

北村良介
新地正志

日高正人
北 村良介

北 村良介

北村良介
田口博 文

北村良介
三 隅浩二

福永修三
北村良介
日高正人
三隅浩二

入佐譲二
北村良介

土原久哉
北村良介

藤安良昌
北村良介
田口博 文
三隅浩二

三 隅浩二
北村良介
池 田雄一
石 田元一

Ｒ・Kitamura

安原 哉
平尾寿雄
北村良介

浅岡顕
三隅浩二
丸山敦司

浅岡顕
大塚
三隅浩

悟

１７）

57）

29）

78）

29）

29）

１
１

１
１
１
１
１

１
１
Ｉ

マルコフ・モデルの基本的骨格

砂質土の初期粒子構造が液状化
に及ぼす影響

粒状体の流動現象へのマルコ
フ・モデルの適用に関する一考
察

土の間隙のモデル化に関する一
考察

しらす斜面崩壊に関する基礎的
研究

海底沖積しらすの液状化特性に
関する一考察

しらす斜面の安定解析に関する
一考察

マルコフ・モデルにおける粒子

の不連続運動の評価

不飽和土の浸透に関する一考察

ストレス・ダイレイタンシー関

係の逆算方法に関する一考察

ＡpｐlicationofMarkovmodelto

ko-compressionandconsolida．
tionofparticulatematerial

九州における埋立地盤

部分排水三軸圧縮試験の数値シ
ミュレーション

正規圧密粘土地盤の荷重～時間
～変位関係と極限荷重の推定

第２２回土質工学研究発表会

第４２回土木学会年次講演会

同上

｢不飽和土の工学的‘性質研究の
現状」に関するシンポジウム

昭和62年度自然災害科学西部地
区部会

昭和62年度土木学会西部支部研
究発表会

同上

同上

同上

同上

USJapanSeminaronMic‐
romechanicsofGranularMate‐

rials

土と基礎，Vol、３６ツ Ｎｏ．３

第２２回土質工学研究発表会講演
概要集Vol，１

土木学会第４２回年次学術講演会
講演概要集第３部

1987年６月

1987年10月

1987年10月

1987年１２月

1988年２月

1988年３月

1988年３月

1988年３月

1988年３月

1988年３月

1987年10月

1988年３月

昭和62年６月

昭和62年９月
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発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
Ｉ

隆一郎
道 郎
和 夫

隆一郎
道 郎
康治

道郎
隆一郎
克児

藤
村
藤
野
藤
吉

西
佐
中
西
佐
又
佐
西
高

規則波・群波・不規則波を用い
た三次元海浜変形実験について

不規則波による海浜変形に関す
る一考察

波高変化に伴う平均水位の変化

第34回海岸工学講演会講演論文
集

昭和62年度土木学会西部支部研
究発表会講演概要集

同上

昭和62年11月

昭和63年３月

同上
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発表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
１
１
１

小原幸三
藤崎和声83）
福重安男

小原幸三
斎藤俊一
大串哲禰
広瀬敏和5）

小 原幸三
南 和子
斎藤俊一
大串哲禰

小原幸三
山下裕之
柊原 健明
広瀬敏和5）

小原幸三
上園重広
梅田成吾
藤崎和声83）

ａａｒＯｂ

Saito

shigｕ０

ａａｒＯｂ

●

●

●

●

Ｋ
Ｓ
Ｔ
Ｋ

１
１

Ｋ・Obara

shigｕＴ､０

Ｙ・Suemoto
7）Ｙ・Takeishi

小原 幸三

倉昭治輿

Ｓ・Yokura

Ｓ・Yokura

Ｓ・Yokura

La-Sr-Cu-Oの焼成過程と特性

準安定酸化物超微粒子の酸化機
構と特性

準安定Ｎｂ酸化物超微粒子の欠
陥と酸化機構

La-Sr-Cu-O粒界における揺ら
ぎと電子系の相転移

La2･xSrxCuO4粒子集合体の特
性

FormationofMetastableNiobi‐

umOxidesbyNbOClusters

AnomalousElectricalResistance

atGrainBoundaryof

ＬａＬ８５Ｓｒｏ,１５ＣｕＯ ３．９２５

HighTcJosephsonJunction
ArraysAppliedGrainBound‐
ary

FiberOpticHeterodyne
ｐ

Ｄis‐

lacementDetectioninWide

DynamicRange

準安定超伝導体粒界の実験的モ
デルの研究

MacPhersonのＣｈｅｍ類の一つ

の拡張

Function

topologies

spaces ｗｉｔｈ ｍａｐｐｍｇ

Onfreeactionsoffiniteabelian

gｒｏｕｐｓｏｎＴ
３

Characteristicclassesfor

larvarieties

ｓｍｇｕ‐

第48回応用物理学学術講演会

第48回応用物理学学術講演会

第35回応用物理学関係連合講演
今
云

第35回応用物理学関係連合講演
△
室

第35回応用物理学関係連合講演
今
云

Proc・ｏｆｌｌｔｈ sｙｍｐｏｓｌｕｍｏｎｌｏｎ

sourcesandion-assistedtech‐

noloｇｙｐｐ． 421-426

l8thlnternationalconferenceon

temperaturelowphysics，

Kyoto，Japan．

lnternationalsuperconductivity
electronicsconference

(ISEC'87） ｐｐ。 233-236

OpticsCommunications
Vol、６５．Ｎｏ．２ ，ｐｐ． 67-69

科研費一般研究(c)成果報告書

科学研究費総合Ｂ（解析及び代
数多様体間の境界領域）シンポ
ジウム「解析及び代数多様体上
の諸問題」

ＭＡＴＨＥＭＡＴＩＣＡＪＡＰＯＮＩＣＡ
vol、３２

509

no、３（1987） ｐｐ． 503.

KOBEJournalofMathematics
vol、４

１８５

no、２（1987） ｐｐ。 175‐

京都大学数理解析研究所講究録
no、６３４（1987） ｐｐ． 336-357

昭和62年1０月

昭和62年１０月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和63年３月

昭和62年６月

昭和62年８月

昭和62年８月

昭和63年１月

昭和63年３月

昭和63年１月

昭和62年５月

昭和62年１１月

昭和62年１２月
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発 表者 題目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

ｕｒａoｋＳ・Ｙ

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１

１
１

１

１

１
１

１
ｊ

ｊ

拠
り
皿
皿
皿
皿
皿
別
印
皿
ｍ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

徳
稔
信
雄
信
雄
郎
郎
稔
雄
信
雄
信
雄
信
信
雄
信
雄
郎
郎
稔
雄
信
雄
信
秀
博
男
秀
誠
男
美
春
男

一
弘
紀
弘
紀
義
勝
紀
弘
紀
弘
紀
弘
弘
紀
弘
紀
義
勝
紀
弘
紀
弘
盛
康
薩
盛
薩
由
正
薩

島
原
谷
石
谷
石
津
永
原
石
谷
石
谷
石
谷
谷
石
谷
石
津
永
原
石
谷
石
谷
後
脇
田
後
崎
田
永
中
田

篭
篭
篭
篭
篭
篭
篭
篭
篭

北
若
西
皮
西
皮
大
末
若
皮
西
皮
西
皮
西
西
皮
西
皮
大
末
若
皮
西
皮
西
肥
大
鎌
肥
矢
鎌
福
里
鎌

AnextensionofDeligne‐
Grothendieck-MacPherson，s

theoryofChemclassesfor
singularalgebraicvarieties

鉄の遅れ破壊のモデル

炭素鋼の高温回転曲げにおける
微小疲労き裂伝ぱ則

低炭素鋼の高温回転曲げ疲労に
おける微小表面き裂の密度およ
ぴ長さ分布

ねじり荷重を受ける平滑材の疲
労強度に及ぼす油環境の影響
(炭素鋼焼きなまし材と時効硬

化Ａ１合金の場合）

アルミニウム合金の油中におけ
る疲労き裂発生及び伝ぱ挙動

炭素鋼の高温回転曲げにおける
微小疲労き裂伝ぱ則（続報）

炭素鋼の高温回転曲げにおける
微小疲労き裂伝ぱ則

低炭素鋼の高温回転曲げ疲労に
おける微小表面き裂の密度およ
ぴ長さ分布

ねじり荷重を受ける平滑材の疲
労強度に及ぼす油環境の影響
(炭素鋼焼きなまし材と時効硬

化Ａ１合金の場合）

アルミニウム合金の油中におけ
る疲労き裂発生及び伝ぱ挙動

非弾性電子トンネル分光法によ
るアルミナおよびマグネシア表
面での吸着有機リン酸の状態分
析

非弾性電子トンネル分光法によ
る生体関連物質の分離分析

ジアルキルジチオカルバメート

を用いる銅イオン選択性電極

｢解析及び代数多様体上の諸問
題」シンポジウム報告集（東京
都立大学）（1988） ｐｐ。 66.80

日本金属学会第１００回大会

日本機械学会第64期通常総会講
演会

日本機械学会第64期全国大会講
演会

同上

日本機械学会中国，四国，九州
支部合同講演会

日本機械学会第949回講演会

日本機械学会論文集53-491Ａ
ｐｐ。 1163-1166

日本機械学会論文集53-495Ａ
ｐｐ。 1988-1992

日本機械学会論文集53-496Ａ
ｐｐ。 2248-2254

日本機械学会論文集54-497Ａ
ｐｐ。 44-49

日本化学会第54春季年会
4ⅣＢ1７

同上４ⅣBl8

第48回分析化学討論会lEO6

昭和63年２月

昭和62年４月

昭和62年４月

昭和62年８月

同上

昭和62年10月

昭和62年11月

昭和62年７月

昭和62年１１月

昭和62年12月

昭和63年１月

昭和62年４月

同上

昭和62年６月
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発表者 題 目 雑誌名又は講演会名
発表
開催

年月

１
１
１
１
１

１
１
１
１
１

Ｍ､Ｈｉｇｏ

鎌田薩男
袖山研一
原 口明子
上曽山真奈美

西野孝一
肥後盛秀
鎌田薩男

肥後盛秀
林洋樹
西野孝一
鎌 田薩男

村 田浩幸
Ａ・Bhale

鎌田薩男

Ａ・Bhale

福永由美
鎌田薩男

Ｓ・Ｋａｍａｔａ

Ｓ・Ｋａｍａｔａ

Ａ・Ｂｈａｌｅ

Ｍ・Ｈｉｇｏ
Ｙ・Ｏｗａｋｉ

Ｓ・Ｋａｍａｔａ

ＭＨｉｇｏ
Ｙ・Ｏｗａｋｉ

Ｓ・Ｋａｍａｔａ

Ｓ・Ｋａｍａｔａ

Ｋ・Yamasaki

M・Ｈｉｇｏ
Ａ・Ｂｈａｌｅ

Ｙ・Fukunaga

鎌 田薩男
肥後盛秀
大脇康博
林洋樹

lnelasticElectronTunneling

Spectroscopy

ビス（ジチオカルバメート）を
用いる銀の溶媒抽出挙動

非弾性電子トンネル分光法によ
るアルミナ及びマグネシア表面
での吸着脂肪族ジカルポン酸の
状態分析

非弾性電子トンネル分光法によ
る蒸着シリコン薄膜の状態分析

チウラムジスルフィドを用いる

イオン選択性電極

チウラムモノスルフイドを用い

る銅イオン選択性電極

lon-SelectiveElectrodesBased

onMacrocyclicPolythiaethers

SynthesisandAnalyticalAp．
ｐlicationofOrgano-SulfurCom‐

pounds

AdsorptionofDiethylPhos‐
ｐhateonAluminaandMagnesia

SurfaceStudiedbylnelastic

ElectronTunnelingSpectros‐

copy

SurfaceReactionofDimethyl

PhosphiteonAluminaandMag．
nesiaStudiedbｙ InelasticElec‐

tronTunnelingSpectroscopy

Copper(Ⅱ)-selectiveElectrodes
BasedonMacrocyclicPolythia
ethers

金属酸化物表面吸着種の非弾性
電子トンネル分光法による研究
Ⅱ有機リン化合物

学科セミナー（，eｐartmentof

Chemistry，WashingtonState
Universit

to、 ，

ｙ，

USA）
Pullｍａｎ，Washing．

日本分析化学会第36年会IFO６

同上３G10

日本分析化学会第36年会３Gll

同上１１１５

同上１１１６

lnternational，Symposiumｏｎ
ElectroanalysisandSensors，
Cardiff，Ｕ､Ｋ・Ｐ４

FirstlnternationalConference

onHeteroatomChemistr

JapanPS3024
ｙ

ChemistryLettersNo、８
ｐｐ． 1567-1568

Ｋｏｂｅ

同上Ｎｏ．１０，ｐｐ、2009-2012

AnalystVo１．１１３，ｐｐ、45-47

旭硝子工業技術奨励会研究報
告，第51巻， ｐｐ。 263-269

昭和62年８月

昭和62年１０月

同上

同上

同上

同上

昭和62年４月

昭和62年７月

昭和62年８月

昭和62年10月

昭和63年１月

昭和63年３月
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１）

２）

３）

４）

５）

６）

７）

８）

９）

10）

11）

１２）

１３）

14）

15）

16）

17）

18）

19）

20）

21）

22）

23）

24）

25）

26）

27）

28）

29）

30）

31）

32）

33）

34）

35）

36）

37）

38）

39）

40）

41）

42）

43）

元鹿児島大学工学部

鹿児島大学教育学部

鹿児島大学理学部

鹿児島大学水産学部

鹿児島大学教養部

鹿児島大学名誉教授

川内職業訓練短期大学

宮崎大学工学部

熊本大学工学部

熊本工業大学

九州大学工学部

九州大学機能物質科学研究所

九州大学大学院

福岡工業大学

福岡大学医学部

福岡大学工学部

西日本工業大学

近畿大学九州工学部

大分大学工学部

佐賀大学理工学部

長崎大学工学部

岡山大学工学部

姫路工業大学大学院

姫路工業大学

大阪大学工学部

大阪大学基礎工学部

中部大学工学部

京都大学工学部

名古屋大学工学部

横浜国立大学工学部

法政大学工学部

東京大学工学部

東京大学医学部医用電子

長岡科学技術大学

東北大学金属材料研究所

UniversityofMaryland

UniversityofWashington

UniversityofWisconsin-Madison

UniversityofLund，ChemicalCenter

鹿児島工業高等専門学校

鹿児島県教育委員会

鹿児島県土木部住宅課

鹿児島県工業技術センター

44）

45）

46）

47）

48）

49）

50）

51）

52）

53）

54）

55）

56）

57）

58）

59）

60）

61）

62）

63）

64）

65）

66）

67）

68）

69）

70）

71）

72）

73）

74）

75）

76）

77）

78）

79）

80）

81）

82）

83）

84）

85）

鹿児島市立明和小学校

鹿児島市立伊敷小学校

鹿児島市立星ケ峯西小学校

あすなる保育園（鹿児島）

東市来町立皆田小学校（〃）

高山町立波野小学校（〃）

指宿市立柳田小学校（〃）

鹿児島県立出水工業高校

宮崎工業高等学校

都城工業高等専門学校

福岡建設専門学校

北九州工業高等専門学校

新宿区四谷第七小学校

運輸省博多港工事事務所所長

三菱鉱業セメント㈱

日本コンピュータ機器㈱

三菱重工業㈱

トヨタ自動車㈱

ダイキンエ業㈱

㈱神戸鉄鋼所

消音技研住設㈱

日本油脂㈱筑波研究所

呉羽化学工業㈱

三井鉱山㈱

日本ゴム㈱

三田工業㈱

三建設備工業㈱

日本圧着端子㈱

花王㈱

東ソー㈱

富士写真フィルム㈱

三菱瓦斯化学㈱

ChevronResearchCompany（Ｕ､S､Ａ）

川澄化学工業㈱

東洋建設㈱

出光興産㈱

南日本高圧コンクリート㈱

南九州ＮＥＣ商品販売㈱

松下電器産業㈱

X､Lide㈱

日産自動車㈱

宇部興産㈱


